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研究成果の概要（和文）：２０世紀のタイ華僑華人社会の政治、経済、社会文化の諸相を明らか

にするために、先行研究では利用されたことがない、タイ国立公文書館などの華僑華人関係一

次文献資料の収集、タイ国立図書館保存のタイで刊行された中国語新聞の閲覧・撮影、バンコ

クや地方都市での華僑華人関係者へのインタビューや参与観察を行った。これによって、従来

知られていなかった、タイにおける華僑ナショナリズムの起源と運動の展開、華僑華人の初期

共産主義運動、華僑華人社会の信仰の実態、同流通資本の地方都市における状態、華僑華人社

会の組織などを明かにした。

研究成果の概要（英文）：In order to explore political, economic, and socio-cultural
dimensions of Chinese descendents in Thailand in the twentieth century, our team collected
archival documents related to overseas Chinese in National Archives of Thailand,
photographed old Chinese newspapers published in Thailand which are preserved at National
Library of Thailand, and conducted anthropological field researches in Chinese descendent
communities in Bangkok and provincial cities. As a result of this study, we clarified
the origin and development of Chinese nationalism in Thailand, Chinese Communist
movements in Thailand, the religious faiths of Chinese descendents, the Chinese
distribution capitals in provincial cities, and the structure of Chinese community
organizations.
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１．研究開始当初の背景
２０世紀前半、バンコクの男性人口は、タイ
人と華僑がほぼ同数であった。後者の子孫が
今日のタイ中間層の大部分を構成している。
それ故、中国系タイ人の研究は、タイの政治、
経済、社会文化を理解する上で極めて重要で
ある。しかし、半世紀前にスキンナーが実施
した古い研究以後、本格的な研究が存在して
いなかった。

２．研究の目的
本研究は、２０世紀のタイ華僑華人社会の諸
側面、即ち政治、経済、社会文化の歴史と現
状を、先行研究が使用したことがない未利用
の一次文献資料、インタビュー資料、参与観
察資料を用いて明かにすることを目的とし
た。

３．研究の方法
(1)タイ国立公文書館所蔵の華僑華人関係一
次文献資料の閲覧および筆写・複写による収
集。１８８８年から系統的に保存されている
日刊バンコク・タイムズ紙の閲覧筆写

(2)タイ国立図書館に保存されている、バン
コクで刊行された全ての中国語新聞（保存さ
れているのは１９１８年以降）記事の閲覧お
よび筆写・デジタル撮影による収集

(3)タイ内務省所蔵の団体登録申請書の閲
覧・複写による華僑関係団体の一次資料収集

(4)地方都市、とりわけ中部タイ、東北タイ
地方での華僑華人の団体、学校、流通業者、
精米業者等とのインタビュー

(5)道教と大乗仏教が混淆した、バンコク華
僑華人の信仰の場での参与観察

４．研究成果
(1)タイ国立公文書館資料、タイ国立図書館
の中国語新聞資料、同時代のバンコク・タイ
ムズ紙などの資料を用いて、１９１０年の華
僑ストライキ（罷市）がタイ華僑華人のナシ
ョナリズムの起源であるという通説は誤り
であり、その起源は１９０５年７－９月の反
米貨ボイコット運動に遡ることができるこ
とを明かにした。このボイコット運動は、ア
メリカ政府が中国人労働者入国を認めない

不平等条約の更新継続方針を示したことに
対して、中国国内および海外の中国人が一致
団結して不満を表明したものである。中国人
の、この種の行動としては最初のものである。
タイ華僑は、これに先立つ１９０３年から、
５言語グループ（潮州、広東、客家、海南、
福建）の初めての共同事業である天華医院の
創設に着手し、１９０５年夏に完成させた。
この医院は、全華僑の反米ボイコット・セン
ターとして機能した。また、バンコクで最初
の日刊中国語新聞、湄南日報が発刊されたの
は、１９０４年１０月１０日であり、華僑社
会における情報の共有が可能となった。

タイ華僑のナショナリズムの発生・高揚は、
孫文に対する指導的華僑の態度からも見る
ことができる。１９０３年５－６月に孫文が
初めてバンコクを訪問した時、彼の動静に関
心をもったのは、主にタイ政府当局者であり、
華僑は冷淡な態度をとり、孫文は革命への資
金援助者を探し出すことができなかった。し
かし、中国語新聞の創刊、反米ボイコットを
経たのち、１９０８年１１月に孫文が同盟会
組織化と資金集めのためにバンコクを再訪
した時には、蕭佛成（同盟会シャム支部長）
など、政治に関心をもつ新しい指導者が誕生
しており、彼らから歓迎された。しかし、華
僑社会の多数派は保皇派であった。華僑社会
の中心組織として長らく機能することにな
るシャム中華総商会が、二番目の５言語グル
ープ横断組織として、１９０９年に成立した
が、同総商会は清朝政府の指導により発足し、
保皇派が牛耳った。タイ華僑社会は、辛亥革
命後も保皇派の系統を引く北京政府支持派
と孫文の革命支持派との間で、１９３０年頃
まで対立が続いた。ここに明らかした諸事実
の大半は、既存研究が言及したことがないも
のである。

(2)タイ国立公文書館資料、中国語新聞、イ
ンタビュー調査、ロシア国立社会政治史文書
館（RGASP）、中国語文献などをもとに、タイ
華僑華人および在タイベトナム人によるシ
ャム共産党の成立（１９３０年）から１９３
６年に至る時期の、タイの初期共産主義運動
の実態を、初めて詳細に明かにした。例えば、
シャム共産党成立の経緯、同党初代書記の呉
正国の経歴と活動、同党第１回（１９３０年）
から第３回（１９３４年７月）代表大会の開
催状況および決定事項（方針、組織など）、



１９３５年３月１４日にマカオで開催され
た、シャム共産党（劉漱石代表）とインドシ
ナ共産党海外指導部との会合での決定事項、
シャム共産党が１９３５年にモスクワに派
遣した２党員のプロファイルとその後の活
動、華僑学校における共産主義運動の実態、
などである。これらの諸事実は、先行研究で
は全く触れられていないものが大半である。
なお、シャム共産党は１９４２年１２月にタ
イ共産党に改組された。本研究成果は早稲田
大学リポジトリによりウェブ上に公開され
ている。

(3)主に、タイ、カンボジアにおけるタイ共
産党関係者とのインタビューおよび当時の
新聞報道などをもとに、戦後の１９４５年か
ら急速に高まった華僑・華人を中心とするタ
イ共産党の運動を、華人系カンボジア人であ
り、タイ共産党に入党したヌオン・チア（１
９６０年以降クメール・ルージュにおいてポ
ル・ポトに次ぐ No.2 の指導者）に焦点を当
てて明らかにした。ヌオン・チアのバンコク
時代の生活、タイ共産党との関係は、先行研
究では全く明かにされていない。彼とのイン
タビューで得たヒントをもとに、彼がバンコ
ク時代に使用した氏名は、Runglert Laodi で
あることを突き止め、Runglert と親交があっ
た元タイ共産党員たちにインタビューを実
施し、同時に彼が１９４２年から２年間学ん
だ中学、１９４６年に入学したタマサート大
学、１９５０年に入省したタイ外務省に
Runglert についての記録が保存されている
ことを確認した。本成果は和文、英文で発表
し、共に早稲田大学リポジトリによりウェブ
上に公開している。現在、ヌオン・チアはク
メール・ルージュの大量虐殺などを裁くカン
ボジア特別裁判部による裁判の主要被告人
であり、国際的に注目されているので、本英
文成果は広く利用されている。

(4)タイ国立図書館に所蔵されている、１９
１８年から５０年までにバンコクで刊行さ
れた中国語新聞の殆ど全てに当る１７紙を
デジタル撮影（約５万枚）や筆写（ノート２
５０冊）し、また１９１０年から４０年まで
の『タイ官報』から華僑関係記事を抜き書き
した。これらの一部は、上記(1)から(3)の成
果に利用した。タイ華僑華人研究の基礎資料
の集積という意味で、この資料収集の成果は
重要であり、今後の研究でも利用することが
できる。

(5)華人の役割が大きいタイの流通機構の実
態と変容を、従来にない精緻な実証研究によ
り明かにした。即ち、タイにおける伝統的流
通機構の形成過程と特徴、都市中間層及び低
所得層に注目したタイ消費市場の構造的特

徴の分析、流通の新業態と既存業態間の競争、
流通機構の垂直関係の変化、および新業態の
拡大のなかでの政府の流通政策、について解
明した。

(6) バンコクにおける華僑・華人の信仰、と
りわけ信仰の場については、本格的な先行研
究に乏しい。中国農暦９月１日から９日間、
白服着用で斎食を続け、廟や斎堂などに参拝
する伝統信仰（九皇斎もしくは九皇勝会と言
われる）は、本場の中国南部では消滅したが、
東南アジアの華僑華人社会では根強く維持
され、ますます盛んになる傾向を見せている。
バンコクの華僑華人の信仰の実態を明らか
にするため、九皇斎および旧正月の行事に着
目して、この期間中に特定の斎堂で全日を過
ごし、祭礼の主宰者（住持）や集まってくる
信者とのインタビューによって、斎堂の信仰
を、道教と仏教が混淆した教理、祭神、礼拝
の様式、住持や信者の組織等などの諸側面か
ら明かにした。この研究成果は参与観察によ
って、バンコクの斎堂の実態を初めて明らか
にしたものであると評価できる。
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